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株 式 会 社 　紅 葉 建 設

代表取締役 　高 橋　明日香

本社

資材置場

環境管理責任者　　工事部長：　青木　文彦

T  E  L ０７４８－２７－０３３２

F  A  X ０７４８－２７－０４１１

M A I L  koyo-kensetsu@e-omi.ne.jp

土木工事業、とび・土工工事業、水道施設工事業

売上高 249

工事件数 20 件／2022年

従業員数 15 名

過去3年間の環境負荷の実績

単位

Kg-CO2

Kg-CO2/百万円

ｔ

㎥

＊環境活動期間は、６月１日から翌年の５月３１日です

水の使用量、排水量

＊購入電力は関西電力2017年の調整後排出係数の、0.418kg-CO₂/kWhを2018年から2024年まで
の7ヶ年間固定する

329 289 280

二酸化炭素排出量原単位

廃棄物の排出量

532

430

791 1,182

424 437

二酸化炭素の排出量

〇

認 証 ・ 登 録 2011年9月8日

２０２２年

132,454

２０２０年

217,493 324,964

従 業 員 ( 名 ) 15 0

認 証 ・ 登 録 範 囲 〇

２０２１年

倉 庫 床 面 積 186 -

駐 車 場 面 積
- 3,041

資 機 材 置 場 面 積

事 業 組 織 面 積 ： ㎡ 本 　 社 資材置場

事 務 所 床 面 積 126 -

代 表 者 名 ：

所 在 地 ： 〒527‐0211　滋賀県東近江市永源寺相谷町634番地

事 業 活 動 の 内 容 ：

事 業 の 規 模 ： 百万円／2022年

1　取組対象組織・活動

〒527‐0211　滋賀県東近江市永源寺相谷町149番地

＊化学物質の取り扱いはありません

連 絡 先 ：

連 絡 担 当 者　  総 務 部：　北村　美香

事 業 所 名 ：



2　実施体制

EA21実施体制組織図

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

　 (資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

③環境管理責任者を任命する。

④環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑤代表者による全体の評価と見直しを実施する。

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

➃ 環境経営計画を確認し承認する。

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境経営目標の達成状況を評価する。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

  ②責任範囲の環境経営目標及び環境経営計画の実施と ＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

  ③責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

代表者

⑧特定された緊急事態に対する項目の
手順書作成、テスト・訓練・記録。

①環境経営システム運営のすべての事
務を行なう。

　①環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

④環境経営計画並びに運用手順書を作
成し、実施達成状況を集計し、環境管
理責任者へ報告する。

⑦従業員に対する教育訓練の実施

環境管理責任者

総務部 工事部

※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された環境経営
方針の下、環境経営目標の達成に向けて、環境経営計画に基づき、決められたこと
を守り、自主的・積極的に環境活動に取組み、一致協力する。

　作成日：2022年6月1日

　作成者：北村　美香

⑨環境経営レポートの作成

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに
必要な処置を行なう。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部・内部コミュニケーションの窓口。

ＥＡ２１事務局

②環境への負荷及び取組の自己チェッ
クを作成し、環境管理責任者へ報告す
る。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び
遵守状況チェックリスト」を作成し、
環境管理責任者へ報告する。



1．

2．

☆ 事務所及び作業所では節電を心がけ、二酸化炭素排出量を削減します。

☆
建設機械及び営業車のエコドライブを維持し、冬季ストーブ使用時の使
用量削減に努め、二酸化炭素排出量を削減します。

☆
建設廃棄物は現場内での分別を実施・発生抑制を行い、廃棄物の排出は
再資源化率の高水準維持に努めます。

☆
建設現場では汚濁水の流出を防止し、事務所では節水に努め、水の使用
量を削減します。

☆ 環境に配慮した施工計画を立て、実施することを推進します。

☆
淡海エコフォスター事業（美化活動）を通し、環境活動による地域社会
貢献を推進します。

3．

制定日：２０１６年１０月１５日

改定日：２０１６年　６月　１日

改定日：２０１９年　６月　１日

株式会社  紅 葉  建 設

　　　　　　　　　代表取締役　高 橋　明日香

株式会社　紅 葉 建 設

環境経営方針

環境理念

株式会社 紅葉建設は、自然豊かな故郷である永源寺を守り、環境に配慮し
た経営を実践することが企業に不可欠な社会的責務であるとの認識にた
ち、社員一丸で環境保全活動に継続的に取り組み、環境に配慮した地域社
会への貢献ができる企業を目指します。

行動指針

株式会社紅葉建設は、滋賀県東近江地域を中心に総合建設業を展開してい
ます。当社の事業活動における環境への影響を理解し、少しでも低減でき
るよう、以下による環境経営方針に基づき、自主的また積極的に環境保全
活動を推進、エコアクション21の環境経営システムを構築運用し、継続的
改善を図ります。

当社は、建設業の事業活動における環境関連法規等を遵守します。

当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。

この環境経営方針は、全従業員に周知徹底させ、社員一丸となって取り組
みます。



3 環境経営目標とその実績

　　　　　　年度 2018年 2023年 2024年

　単位 （基準年） （目標） （実績） 評価 （目標） （目標）

目標･基準年比
達成率 - 97% 105.2% 97% 97%

使用量 11,168 10,833 11,749 10,833 10,833

(kg-CO₂) 4,668 4,528 4,911 4,528 4,528

目標･基準年比
達成率 - 97% 99.5% 97% 97%

使用量 10,227 9,920 10,172 9,920 9,920

(kg-CO₂) 4,275 4,147 4,252 4,147 4,147

目標･基準年比
達成率 - 97% 167.6% 97% 97%

使用量 941 913 1,577 913 913

(kg-CO₂) 393 382 659 382 382

目標･基準年比
達成率 - 97% 88.5% 97% 97%

使用量 19,556 18,969 17,298 18,969 18,969

(kg-CO₂) 45,370 44,009 40,131 44,009 44,009

目標･基準年比
達成率 - 97% 62.9% 97% 97%

使用量 52,833 51,248 33,231 51,248 51,248

(kg-CO₂) 136,309 132,220 85,736 132,220 132,220

目標･基準年比
達成率 - 97% 71.1% 97% 97%

使用量 947 919 673 919 919

(kg-CO₂) 2,358 2,287 1,676 2,287 2,287

目標･基準年比
達成率

- 97% 70.2% 97% 97%

(kg-CO₂) 188,705 183,044 132,454 183,044 183,044

目標･基準年比
達成率 - 97% 43.7% 97% 97%

(kg-CO₂)/百万円 484 469 211.6 469 469

目標･取組年比
達成率 - - 98.2% - -

ﾘｻｲｸﾙ率 98 98 96.2% 98% 98%

目標･基準年比
達成率 - 97% 85.1% 97% 97%

(㎥/年) 329 319 280 319 319

目標･取組年比
達成率 - - 100% - -

監視率 100 100% 100 100% 100%

目標･取組年比
達成率 - - 100% - -

推進率 100 100% 100 100% 100%

目標･取組年比
達成率 - - 100% - -

(回/年) 12 12回 12 12回 12回

目標の説明や補足事項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

×

2023,2024年度の目標は仮目標です

事務所及び作業所では節
電を心がけ、二酸化炭素排

出量を削減します。

電力消費量の削減
（単位：kWh）

全社
△

〇

×

〇

化石燃料の削減取組みでは、エコドライブ、アイドリングストップ、重機の効率的な稼働などに取組する

環境配慮施工については、低騒音・低振動型重機や排ガス規制適合車両を100％使用する

〇

淡海エコフォスター事業（美
化活動）を通し、環境活動
による地域社会貢献を推進
します。

上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取り組む

電力削減取組みでは、節電の励行や今後LED化を検討する

廃棄物削減については、建設現場では分別を実施して、建設リサイクル98％を推進する。また事務所ではコピー紙の裏面活用する

〇

社会貢献活動では、淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ活動等で地域社会に貢献する

水使用量については、事務所における水使用量の削減と、建設現場の濁水監視100％について実施する

〇

〇

〇

電力消費量の削減
（単位：kWh）

建設現場

〇

環境に配慮した施工計画を
立て、実施することを推進し
ます。

環境配慮施工の推進
建設現場（単位：％）

二酸化炭素排出量百万円当り原単位

分別及びリサイクルの
推進
（単位：％)

〇

〇

二酸化炭素排出量総合計

建設廃棄物は現場内での分別
を実施・発生抑制を行い、廃棄
物の排出は再資源化率の高水
準維持に努めます。

灯油使用量の削減
（単位：L)

　 ２００９年９月よりエコアクション２１環境活動に取り組んでいます。　このレポートでは、２０１８年の実績結果を基準値として、
2022年度から2024年度までの目標を下記の通り設定し、２０２２年６月１日から２０２３年５月３１日までの運用実績について取りまとめました。

環境経営方針 取組項目

電力消費量の削減
（単位：kWh）

事務所

ガソリン使用量の削減
（単位：L)

2022年　取組年

評価：〇達成　　△まあまあ達成　×未達成

軽油使用料の削減
（単位：L)

事業所利用水の節水
(単位:㎥)

建設機械及び営業車のエ
コドライブを維持し、冬季ス
トーブ使用時の使用量削減
に努め、二酸化炭素排出量

を削減します。

建設現場では汚濁水の流
出を防止し、事務所では節
水に努め、水の使用量を削
減します。 濁水防止監視

建設現場（単位：％）

淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ活動を
（単位：回/年）

購入電力の排出係数は関西電力2017年調整後排出係数　0.418kg-CO₂/kWhを2018年から2023年の7ヶ年間固定する

化学物質の取扱いはない



4 環境経営計画

計画の補足説明

1 ガソリン及び軽油に関しては、2018年6月より消費量及び購入金額を計測し、実態を把握し消費削減に繋げている。

2

3

4

5

事務所及び作業所で
は節電を心がけ、二酸
化炭素排出量を削減し
ます。

電力消費量の削減
（単位：kWh）

全社

① 不用時の消灯
② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
③ エアコンの温度管理（夏季2８℃±１℃）

総務部

① 建設現場では濁水防止監視を実施する

工事部

① 建設重機の環境に配慮した稼働
② エコドライブの励行
③ 暖機運転・アイドリングストップ
④ タイヤ空気圧の確認

廃棄物
① 廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する。
② 無駄な資機材を購入しない。
③ 使用済みコピー用紙を再利用する。

建設廃棄物は現場内で
の分別を実施・発生抑制
を行い、廃棄物の排出は
再資源化率の高水準維
持に努めます。

工事部

活動計画の内容環境経営方針

建設現場では汚濁水の
流出を防止し、事務所で
は節水に努め、水の使用
量を削減します。

事業所利用水の節水
(単位:㎥)

軽油使用量の削減
（単位：L/km)

① 水洗トイレの水使用量を減らす。
② 水を流しながらの洗い物はしない。

電力消費量の削減
（単位：kWh）

建設現場

取組項目

ガソリン使用量の削減
（単位：L)

分別及びリサイクルの
推進

（単位：％)

環境配慮施工の推進
建設現場（単位：％）

総務部

① 建設機械は低騒音・低振動型重機及び排出ガス規制適合車輌等
を使用
② 各現場内にみあった環境配慮施工実施
③ 現場内及び周辺の清掃

工事部

工事部

県発注の工事現場での看板は、びわ湖材産地証明制度により滋賀県産材の間伐材を使用している。

灯油使用量の削減
（単位：L)

淡海エコフォスター事業
（美化活動）を通し、環境
活動による地域社会貢献
を推進します。

濁水防止監視
建設現場（単位：％）

環境に配慮した施工計
画を立て、実施することを
推進します。

建設機械及び営業車の
エコドライブを維持し、冬
季ストーブ使用時の使用
量削減に努め、二酸化炭
素排出量を削減します。

工事部

総務部
工事部

総務部

① 淡海エコフォスター活動に参加する。

③ ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃）

① エコドライブの励行
② 暖機運転・アイドリングストップ
③ 積載物の有無、タイヤ空気圧の確認

ガソリン消費量削減のため、毎月１日朝礼会議後に全車両の自主点検及び車内の清掃＝建設現場から持ち帰ってくる廃棄物の分別も同時に行っている。

コピー機のトナーの交換時には、配送業者に直接使用済トナーの返却を行うようにしている。

淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ活動を
（単位：回/年）

淡海エコフォスター活動は滋賀県に登録して事業所の周辺の清掃をﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで行う活動で、毎月全従業員が参加できるよう、事前に現場との調
整を行い活動日を決めている。

責任部門・責任者

総務部

電力消費量の削減
（単位：kWh）

事務所



5 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（目標） （実績）

目標･基準年比
達成率

97% 105.2%

使用量 10,833 11,749

(kg-CO₂) 4,528 4,911

目標･基準年比
達成率 97% 99.5%

使用量 9,920 10,172

(kg-CO₂) 4,147 4,252

目標･基準年比
達成率 97% 167.6%

使用量 913 1,577

(kg-CO₂) 382 659

目標･基準年比
達成率 97% 88.5%

使用量 18,969 17,298

(kg-CO₂) 44,009 40,131

目標･基準年比
達成率 97% 62.9%

使用量 51,248 33,231

(kg-CO₂) 132,220 85,736

目標･基準年比
達成率 97% 71.1%

使用量 919 673

(kg-CO₂) 2,287 1,676

97% 70.2%

183,044 132,454

97% 43.7%

469 212

目標･取組年比
達成率 - 98.2%

ﾘｻｲｸﾙ率 98 96.2%

目標･基準年比
達成率 97% 85%

(㎥/年) 319 280

目標･取組年比
達成率 - 100%

監視率 100% 100

目標･取組年比
達成率 - 100%

推進率 100% 100

目標･取組年比
達成率 - 100%

(回/年) 12回 12

総務部

環境経営方針
2022年　取組年

事務所及び作業所では
節電を心がけ、二酸化炭
素排出量を削減します。

事務所内は日々節電等で電力使用量
の削減に努めた。建設現場では現場
事務所設置による電力使用が大幅に
増加したが、節電対策をとる施工に努

めた。

建設廃棄物は現場内での
分別を実施・発生抑制を行
い、廃棄物の排出は再資源
化率の高水準維持に努め
ます。

分別及びリサイクルの
推進
（単位：％)

総務部
工事部

二酸化炭素排出量百万円当り原単位

建設廃棄物は分別を実施し、建設リサ
イクルに努めた

二酸化炭素排出量総合計

工事部

ガソリン使用量の削減
（単位：L)

残業削減と暖冬によるｽﾄｰﾌﾞの使用頻度
の減少や、ｽﾄｰﾌﾞとｻｰｷｭﾚｰﾀｰとの併用に
より温度管理に努めた。

工事部

総務部

電力消費量の削減
（単位：kWh）

全社

エコドライブの徹底によりガソリン使用
量を削減できた。建設現場では走行
距離や作業内容による軽油使用量の
増加月があるが、今年度は土木工事
より法面工事の割合が多かった為、1
年を通して大幅な削減となった。

総務部

灯油使用量の削減
（単位：L)

目標･基準年比
達成率

工事部

建設現場では汚濁水の流
出を防止し、事務所では節
水に努め、水の使用量を削
減します。

事業所利用水の節水
(単位:㎥)

建設機械は低騒音・低振動型重機及
び排出ガス規制適合車輌等を使用し
た

水道使用量の現状把握をし、節水意
識を持ち削減に努めた

工事部

環境に配慮した施工計画を
立て、実施することを推進し
ます。

建設現場では濁水防止監視を実施し
た

目標･基準年比
達成率

濁水防止監視
建設現場（単位：％）

環境配慮施工の推進
建設現場（単位：％）

建設機械及び営業車の燃
費向上、また冬季ストーブ

使用時の消費削減を努め、
二酸化炭素量の排出量を

削減します。

総務部

取組の評価 担当責任者

淡海エコフォスター事業（美
化活動）を通し、環境活動
による地域社会貢献を推進
します。

年度

電力消費量の削減
（単位：kWh）

事務所

軽油使用料の削減
（単位：L)

淡海エコフォスター活動を実施した

電力消費量の削減
（単位：kWh）

建設現場

取組項目

淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ活動を
（単位：回/年）

工事部
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淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ活動等で地域社会貢献した.

工事現場での電力使用量は工事内容により異なるが、事務所における節電行動を、社員全員で徹底した.

化石燃料の削減取組みでは、エコドライブ、アイドリングストップ、重機の効率的な稼働などに取組した.

水使用量については、事務所における水使用量の削減を実施、また建設現場では濁水監視100％実施した.

　　　今年度の取組内容

環境配慮施工については、低騒音・低振動型重機や排ガス規制適合車両を100％使用する

化石燃料の削減取組みでは、エコドライブ、アイドリングストップ、重機の効率的な稼働などに取組する

環境配慮施工については、低騒音・低振動型重機や排ガス規制適合車両を100％使用した

廃棄物削減については、建設現場では分別を実施して、建設リサイクル98％推進する。また事務所ではコピー紙の裏面活用する

水使用量については、事務所における水使用量の削減と、建設現場の濁水監視100％実施する

淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ活動等で地域社会貢献する

廃棄物削減については、建設現場では分別を実施して、建設リサイクル98％推進した。
また事務所ではコピー紙の裏面活用した。

　　　次年度の取組内容

工事現場での電力使用量は工事内容により異なるが、事務所における節電行動は進んで行えるよう、社員全員に徹底する
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　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの

違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

遵守

―

遵守

遵守

遵守

―

遵守

7 代表者による全体の評価と見直し・指示 代表取締役　高 橋　明日香　(2023年7月18日）

環境経営方針 ☑ 変更なし

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし

実施体制他 ☑ 変更なし

フロン排出抑制法 第１種特定製品の簡易点検の実施と廃棄時の手続き

浄化槽法 浄化槽の設置届出、適正管理の遵守

法規制等の名称

再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書の提出

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出（委託契約書、業者許可書、マニフェスト伝
票他）

建設リサイクル法

エコアクション21認証・登録より12年が経過し、社員の環境活動に対する意識も向上し、環境保全に配慮した工法の提案や創意工夫を
こらし、CO2削減に取り組んでいます。実績としても効果がでており、よい結果が得られ嬉しく思います。
現場での電力消費量は、昨年に引き続き大幅な増加となったが、現場事務所設置による労働環境改善を図ったものであり、働きやすい
環境により作業員の労働意欲を高め、社員一人一人が環境への意識向上に努め、日々の業務に取り組むことで、今後も社会貢献を継
続してほしいと考えています。

振動規制法 対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

建設資材廃棄物の再資源化、特定建設資材を用いた建築物等の解体又は新築工事、

該当する要求事項

廃棄物処理法

騒音規制法 対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

建設副産物適正処理推進要綱

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無


